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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】吊下げ部材を本体に没入保持して省スペース化
を図ることができるとともに、必要により吊下げ部材を
容易に突出させて即時使用することができ、しかも状況
に応じて繰り返し吊下げ部材を出没させることができる
商品ケースを提供する。
【解決手段】商品ケース１を、本体２と、本体２の前面
板２ａ上端に連設されるフラップ４付きの上蓋部３と、
本体２の背面板２ｂ上端に延設され、本体２の内側に折
り込まれるとともに、折れ線２１に沿って貫穿されたス
リット２０を有する延設部５と、抜止め片によって抜け
出しを防止されつつ、スリット２０に挿通され、かつ延
設部５を介在するように、折曲部３３で折り下げて二つ
折りに形成されるとともに、フラップ４と背面板２ｂと
の間に介挿され、本体２に対して出没自在となされた吊
下げ部材６とを備え、折曲部３３が延設部５に掛止され
て、吊下げ部材６の本体２内への落下が防止されるよう
に構成した。
【選択図】図３



(2) JP 3142997 U 2008.7.3

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
上方が出入口部を介して開放された箱型の本体と、
該本体の前面板上端に連設され、該出入口部を覆うフラップ付きの上蓋部と、
該本体の背面板上端に延設され、該背面板上端の折れ線で該本体の内側に折り込まれると
ともに、該折れ線に沿って貫穿されたスリットを有する延設部と、
吊下げ孔が設けられたシート状をなし、左右に突設される抜止め片によって上方への抜け
出しを防止されつつ、該延設部の該スリットに挿通され、かつ折り込まれた該延設部を介
在するように、折曲部で折り下げて二つ折りに形成されるとともに、該上蓋部の該フラッ
プと該本体の背面板との間に介挿され、該本体の背面板内側に沿い、該本体に対して出没
自在となされた吊下げ部材と、を備え、
該吊下げ部材の該折曲部が,折り込まれた該延設部に掛止されて、該本体の背面板上端に
略一致する位置よりも下方への移動を規制されることにより、該吊下げ部材の該本体内へ
の落下が防止されるようになされた商品ケース。
【請求項２】
該吊下げ部材の該本体への没入時における該抜止め片の上辺が、折り込まれた該延設部の
先端よりも上方に位置するようになされた請求項１に記載の商品ケース。
【請求項３】
該本体の背面板上端に、該延設部の該スリットに連続して、該吊下げ部材の引き出しを容
易にするための指かけ部が切欠形成された請求項２に記載の商品ケース。
【請求項４】
該延設部が、該本体の背面板の幅寸法に略相当する左右長さにて延設され、
該延設部の左右両側には、該本体の左右側面板の奥行き寸法に略相当する延出長さをそれ
ぞれ有する一対の支持片が連設され、
該支持片が、該本体の左右側面板内側にそれぞれ沿うように折り込まれるとともに、該支
持片の突端が、該本体の前面板内側に当接するようになされた請求項３に記載の商品ケー
ス。
【請求項５】
該支持片が、該延設部に対して斜め下方に延出して配設された請求項４に記載の商品ケー
ス。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、商品を収容し包装するための商品ケースに関し、特に吊下げ部材を備えた吊
下げ式の商品ケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、吊下げ式の商品ケースとして、直方体箱状をなし、陳列バーに挿通可能な孔を有
するフックを、背面板又は前面板の上端に沿って、切り起こし可能に設けたものが知られ
ている（例えば特許文献１）。
【０００３】
　一方で、上記のような商品ケースでは、本体の一部を切り抜いてフックを設けることか
ら、商品ケースの強度が低下してしまう等の問題がある。これに対して、本体とは別に吊
下げ部材を設けるようにした商品ケースが考案されている（例えば特許文献２）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２９９６９９
【特許文献２】実開昭６２－１９４５２５
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
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　上記特許文献１に記載される如くの商品ケースによれば、フックを一旦切り起こすと、
もはや伏臥保持させることは難しく、フックを繰り返し起伏させて、状況に応じた陳列等
を行いづらいという問題があった。
【０００６】
　また、上記特許文献２に記載される如くの商品ケースによれば、運搬・保管時等に、吊
下げ部材を本体の上面板に対して折り曲げておく構成であるため、以下のような問題があ
った。（イ）使用時に吊下げ部材をいちいち起立させる手間がかかる上、うまく垂直に起
立させることが難しく、特に商品が軽量なもの等である場合に、本体が傾いてバランス良
く吊下げることができない。（ロ）運搬・保管時等においても、吊下げ部材がスペースを
とり、邪魔になる。（ハ）吊下げ部材を起立させたときに、吊下げ部材が本体内へ落下す
るおそれがあり、吊下げ部材を繰り返し起立させたり折り曲げたりして使用するのに不便
である。
【０００７】
　そこで、本考案は上記問題に鑑みてなされたものであり、吊下げ部材を本体に没入保持
して省スペース化を図ることができるとともに、必要により吊下げ部材を容易に突出させ
て即時使用することができ、しかも状況に応じて繰り返し吊下げ部材を出没させることが
できる商品ケースを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の商品ケースは、上方が出入口部を介し
て開放された箱型の本体と、該本体の前面板上端に連設され、該出入口部を覆うフラップ
付きの上蓋部と、該本体の背面板上端に延設され、該背面板上端の折れ線で該本体の内側
に折り込まれるとともに、該折れ線に沿って貫穿されたスリットを有する延設部と、吊下
げ孔が設けられたシート状をなし、左右に突設される抜止め片によって上方への抜け出し
を防止されつつ、該延設部の該スリットに挿通され、かつ折り込まれた該延設部を介在す
るように、折曲部で折り下げて二つ折りに形成されるとともに、該上蓋部の該フラップと
該本体の背面板との間に介挿され、該本体の背面板内側に沿い、該本体に対して出没自在
となされた吊下げ部材と、を備え、該吊下げ部材の該折曲部が,折り込まれた該延設部に
掛止されて、該本体の背面板上端に略一致する位置よりも下方への移動を規制されること
により、該吊下げ部材の該本体内への落下が防止されるようになされたことを要旨とする
。
【０００９】
　また、請求項２に記載の商品ケースは、請求項１に記載の構成において、該吊下げ部材
の該本体への没入時における該抜止め片の上辺が、折り込まれた該延設部の先端よりも上
方に位置するようになされたことを要旨とする。
【００１０】
　また、請求項３に記載の商品ケースは、請求項２に記載の構成において、該本体の背面
板上端に、該延設部の該スリットに連続して、該吊下げ部材の引き出しを容易にするため
の指かけ部が切欠形成されたことを要旨とする。
【００１１】
　また、請求項４に記載の商品ケースは、請求項３に記載の構成において、該延設部が、
該本体の背面板の幅寸法に略相当する左右長さにて延設され、該延設部の左右両側には、
該本体の左右側面板の奥行き寸法に略相当する延出長さをそれぞれ有する一対の支持片が
連設され、該支持片が、該本体の左右側面板内側にそれぞれ沿うように折り込まれるとと
もに、該支持片の突端が、該本体の前面板内側に当接するようになされたことを要旨とす
る。
【００１２】
　また、請求項５に記載の商品ケースは、請求項４に記載の構成において、該支持片が、
該延設部に対して斜め下方に延出して配設されたことを要旨とする。
【考案の効果】
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【００１３】
　本考案によれば、上方が出入口部を介して開放された箱型の本体と、該本体の前面板上
端に連設され、該出入口部を覆うフラップ付きの上蓋部と、該本体の背面板上端に延設さ
れ、該背面板上端の折れ線で該本体の内側に折り込まれるとともに、該折れ線に沿って貫
穿されたスリットを有する延設部と、吊下げ孔が設けられたシート状をなし、左右に突設
される抜止め片によって上方への抜け出しを防止されつつ、該延設部の該スリットに挿通
され、かつ折り込まれた該延設部を介在するように、折曲部で折り下げて二つ折りに形成
されるとともに、該上蓋部の該フラップと該本体の背面板との間に介挿され、該本体の背
面板内側に沿い、該本体に対して出没自在となされた吊下げ部材と、を備え、該吊下げ部
材の該折曲部が,折り込まれた該延設部に掛止されて、該本体の背面板上端に略一致する
位置よりも下方への移動を規制されることにより、該吊下げ部材の該本体内への落下が防
止されるようになされた商品ケースであるため、吊下げ部材を本体に没入保持して省スペ
ース化を図ることができるとともに、必要により吊下げ部材を容易に突出させて即時使用
することができ、しかも状況に応じて繰り返し吊下げ部材を出没させることが可能となる
。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本考案の商品ケースの一実施形態について、図面を参照しながら説明する。図１～図８
は、本実施形態に係る商品ケース１を示す図であり、図１は分解斜視図、図２～図３は組
み立て状況を示す図、図４は正面側斜視図、図５は背面側斜視図、図６は使用状況を示す
正面側斜視図、図７は使用状況を示す背面側斜視図、図８は部分拡大図である。
【００１５】
　図１に示すように、本実施例に係る商品ケース１は、上方が出入口部８を介して開放さ
れ、やや奥行きの狭い角箱状の本体２と、本体２の前面板２ａの上端に連設されて出入口
部８を開閉自在に覆うことのできるフラップ４付きの上蓋部３と、本体２の背面板２ｂの
上端に連設される所定形状の延設部５と、シート状の吊下げ部材６とを主として備えてい
る。本体２の左右側面板２ｃ、２ｄの上端にはそれぞれ補助フラップ９、９が連設されて
いる。
　商品ケース１は、厚紙あるいはポリエステル、塩ビ、ポリプロピレン等の合成樹脂から
なるシート材を用いて一体に形成されており、吊下げ部材６のみが別体の構成となってい
る。本体２には、商品の重さによって破損しない既知の構造の底面板２ｅが設けられてい
る。本体２の前面板２ａ等に、内部に収容した商品を覗き見できる小窓等を設けるように
してもよい。
【００１６】
　延設部５は、図１に示すように、本体２の背面板２ｂの幅寸法に略相当する左右長さに
て延設されるとともに、出入口部８と略等しい平面積を有するもので、背面板２ｂ上端の
折れ線２１に沿って左右細長のスリット２０が貫穿されている。このスリット２０は、吊
下げ部材６を、図２～図３に示す如く装着するためのものである。背面板２ｂの上端中央
部には、下方に凸曲線を描く指かけ部２２が、スリット２０に連続して切欠されている。
　また、延設部５の左右両側には、折れ線２４、２４を介して、一対の支持片２６、２６
が連設されている。支持片２６、２６は、本体２の左右側面板２ｃ、２ｄの奥行き寸法に
略相当する延出長さをそれぞれ有するもので、図１に示す如く延設部５の先端２３と支持
片２６、２６との間に段部２７、２７がそれぞれ形成されるように、延設部５に対して背
面板２ｂから離れる向きに一定距離ずらして形成されている。
【００１７】
　吊下げ部材６は、全体として、延設部５のスリット２０よりもわずかに小さい横幅を有
しており、図１に示すように、基部３０上方に折曲部３３を挟んで重合部３１が連成され
た１枚の矩形シート状をなして構成されている。折曲部３３は、吊下げ部材６の約中間高
さの位置を水平に横断してなり、この折曲部３３を軸に線対称となる上下位置に吊下げ孔
３５、３５がそれぞれ設けられるとともに、重合部３１を折曲部３３で折り曲げて基部３
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０に重ね合わせられるようになっている。
　また、基部３０の左右両側の下端部分には抜止め片３６、３６が突設されている。この
抜止め片３６、３６は、吊下げ部材６を、上記延設部５のスリット２０に装着して使用す
るときに、吊下げ部材６がスリット２０から上方へ抜け出るのを防止するためのものであ
る。
【００１８】
　このように構成された商品ケース１の組み立てに際しては、図２に示すように、まず吊
下げ部材６を、起立姿勢とした延設部５のスリット２０に下方かつ本体２の内側から挿通
する。
　次いで、図３に示すように、延設部５および支持片２６、２６を、折れ線２１および２
４、２４を介して、それぞれ背面板２ｂおよび左右側面板２ｃ、２ｄにぴったりと沿うよ
うして本体２内側に折り込むとともに、吊下げ部材６の重合部３１を、折り込まれた延設
部５を介在するように、折曲部３３で折り下げて二つ折りに形成する。
【００１９】
　そして、吊下げ部材６全体を下方に押し下げて、出入口部８を介して所望の商品を収容
したのち、補助フラップ９、９、上蓋部３を順に閉じて、図４～図５に示すように、吊下
げ部材６が、上蓋部３のフラップ４と本体２の背面板２ｂとの間に介挿された状態とする
ものである。上蓋部３のフラップ４は、吊下げ部材６の重合部３１を基部３０側に押し付
け、両者の重合を保持するとともに、吊下げ部材６の円滑な出没を助ける役割も果たして
いる。
　運搬・保管時や、商品ケース１を吊下げずに複数積層したり並べ置いて展示等する場合
には、この状態のままで使用することができる。
　商品ケース１においては、吊下げ部材６の折曲部３３が、本体２内側に折り込まれた延
設部５に掛止され、本体２の背面板２ｂの上端に略一致する位置よりも下方への移動を規
制されることにより、吊下げ部材６の本体２内への落下が防止されるようになっている。
【００２０】
　商品ケース１の吊下げ部材６を使用して吊下げ展示等したい場合には、吊下げ部材６を
引き出して本体２上方に突出させればよい。すると、図６～図７に示すように、前後に連
通された吊下げ孔３５、３５が露呈するため、陳列バー等に引っ掛けることができるよう
になる。このとき、本体２の背面板２ｂに配設される指かけ部２２によって、吊下げ部材
６の引き出しを容易に行える。
　そして、吊下げ部材６を再度、本体２に没入保持させて使用したい場合には、そのまま
吊下げ部材６を下方に押し込めばよい。このようにして、商品ケース１では、吊下げ部材
６を、本体２の背面板２ｂ内側に沿い、本体２に対して繰り返し出没させて使用すること
ができるものである。
【００２１】
　図８に示すように、商品ケース１では、吊下げ部材６の本体２への没入時における抜止
め片３６、３６の上辺３７、３７が、本体２内側に折り込まれた延設部５の先端２３より
も何れも上方に位置するように構成されている。このような構成とすることで、抜止め片
３６、３６と延設部５の先端２３との干渉が防止され、吊下げ部材６の上下摺動がスムー
ズとなる。
【００２２】
　また、商品ケース１では、所定の延設部５および支持片２６、２６が、それぞれ背面板
２ｂおよび左右側面板２ｃ、２ｄに沿って折り込まれ、しかも支持片２６、２６の突端２
８、２８が、ちょうど本体２の前面板２ａの内側にそれぞれ当接するようになされている
ため（図３参照）、延設部５の折り込み状態を安定して保つことができる。さらに、商品
ケース１では、支持片２６、２６が、段部２７、２７を介して、延設部５に対してそれぞ
れ斜め下方に延出するようにして配設されているため、延設部５の先端２３に生じ得る浮
き上がり等を効果的に防止できるものである。段部２７、２７は、図１～図３に示す如く
アール形状に形成されていることから、本体２内側に容易に折り込むことが可能である。
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【００２３】
　本実施形態の商品ケース１によれば、吊下げ部材６を上方にスライド移動させるという
簡単な操作で、吊下げ部材６を本体２に対して垂直状態に突出させることができ、収容す
る商品が軽量なもの等であっても、本体２をバランス良く吊下げることが可能となる。
　また、吊下げ部材６が本体２内に没入されコンパクトな形態となされ得ることから、運
搬・保管時や、商品ケース１を吊下げずに複数積層したり並べ置いて展示等する場合にも
、吊下げ部材６が邪魔にならず、省スペース化を図ることができる。
　さらに、如何なる状況にあっても、吊下げ部材６が本体２内へ落下するおそれがなく、
繰り返し吊下げ部材６を容易に出没させて使用することができるものである。
【００２４】
　以上の実施形態の記述は、本考案をこれに限定するものではなく、本考案の要旨を逸脱
しない範囲で種々の設計変更等が可能であることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本考案は、吊下げ部材を本体に没入保持して省スペース化を図ることができるとともに
、必要により吊下げ部材を容易に突出させて即時使用することができ、しかも状況に応じ
て繰り返し吊下げ部材を出没させることができる商品ケースを提供するものであり、産業
上の利用可能性を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本実施形態に係る商品ケースを示す分解斜視図である。
【図２】本実施形態に係る商品ケースの組み立て状況を示す図である。
【図３】本実施形態に係る商品ケースの組み立て状況を示す図である。
【図４】本実施形態に係る商品ケースを示す正面側斜視図である。
【図５】本実施形態に係る商品ケースを示す背面側斜視図である。
【図６】本実施形態に係る商品ケースの使用状況を示す正面側斜視図である。
【図７】本実施形態に係る商品ケースの使用状況を示す背面側斜視図である。
【図８】本実施形態に係る商品ケースを示す部分拡大図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１　商品ケース
　２　本体
　２ａ　前面板
　２ｂ　背面板
　２ｃ　左側面板
　２ｄ　右側面板
　３　上蓋部
　４　フラップ
　５　延設部
　６　吊下げ部材
　８　出入口部
　２０　スリット
　２２　指かけ部
　２３　先端
　２４　折れ線
　２６　支持片
　２８　突端
　３０　基部
　３１　重合部
　３３　折曲部
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　３５　吊下げ孔
　３６　抜止め片
　３７　上辺

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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